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原核生物およびアーキア由来各種トランスポーターは、構造未知のタンパク質ファミリーが多

数存	在しており、それらの輸送メカニズムは不明であるものが多い。各種トランスポーターは

生物の生命	活動を支える極めて重要な蛋白質であるとともに、創薬標的タンパク質としてもそ

の多くがリストアップされており、その構造・機能解析を行う意義は大きい。		

本課題申請者は、これまでに溶血製レクチン	 CEL-III の膜孔形成複合体構造解析(Unno H, et, 
al., J. Biol. Chem. 289(18), 12805-12812 (2014))をはじめとして、各種膜蛋白質の構造解析研究に取
り組んで	きた。また、構造未知である各種トランスポーターの構造・機能解析を目的として、

各種膜蛋白質(ト	ランスポーター)を	GFP	蛍光を指標として大腸菌を用いて蛋白質発現のスクリ

ーニングを行い、構造解析を行うための十分な発現量を有する膜蛋白質の探索を行ってきた。現

在までのこれらの検討の結果、複数種類のトランスポーターについて良好な蛋白質発現を確認

し、また小スケールでの蛋白質精製を行い、これらが問題無く精製できる事を確認した。	 

これらの膜蛋白質の大量培養およびその精製を行うとともに、Rhodococcus erythropolis	由来	
Tellurite resistance protein TerC	ホモログについては、タンパク質の安定性向上を目指した精製条
件の最適化に取り組み、得られた精製サンプルについて、LCP	法による結晶化スクリーニングを

実施した。この結晶化スクリーニングの結果、タンパク質結晶と思われる結晶は得られなかっ

た。その原因として、LCP 法に用いたタンパク質濃度が十分ではない可能性が考えられた。そこ

で今後は、タンパク質濃度を 50	mg/ml 程度まで濃縮し、再度	LCP	法による結晶化スクリーニン

グに臨む事を計画している。	 	
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